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Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

①自らの目標に向かって努力し、チャレンジしている。

②場面や目的に応じた豊かな表現力を身につけている。　　

③他者とかかわり合いながら共感的人間関係を築き、共によりよく生きようとしている。
〇「選択・決定」「対話の充実」「振り返り」をキーワードに授業づくりを進める。
○「主体的、対話的で深い学び」のある授業づくりの研修

○児童会・生徒会活動の活性化による規範意識と共感的人間関係の育成

Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

　
〈授業〉

多様な人たちと接する中で、自分と
異なる意見や立場を尊重し、広い心
で受け止め、適切に対処することが
できる。

中
学
校

1年

２年 気付いたこと・考えたことやその意
味・価値・つながりを振り返り、見
出した新たな目標や課題を、見通し
を立て情報を収集・整理・活用しな
がら解決・達成することができる。

自分の考えを他者に分かりやすく伝
えながら、質問・説得・納得等を繰
り返し、考えを広げ深めるととも
に、まとめたり（合意形成）、新た
な発想を生み出したりすることがで
きる。

集団（地域，学校・学年・学級等）
活動における自らの役割とその目
的・価値を見出し、他者とよりよく
かかわりながら、責任を果たした
り、貢献したりすることができる。３年

2026

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状 育成する力

自分の周りの人の考えを（目線を合わせてうなず
くなど反応しながら）最後まで聴くことができ
る。

中学校区として
統一した取組等

小

学

校

1・2年
「なぜ・どうして」「もっとこうしたい」という
思いや考えをもち，言葉にすることができる。

5・6年 気付いたこと・考えたことなどを振
り返り、次の（新たな）目標や課題
を見出し、次へつなげることができ
る。

資質・能力

めざす
子ども像

自分の考えを、他者に分かりやすく
（例え話の挿入・図表や絵・写真・
ホワイトボードの活用、話し方の工
夫など）伝え、理解、納得を得るこ
とができる。

2026年(令和8年)4月1日

現　状

資質・能力

めざす子ども像
(義務教育修了時の姿)

学校教育目標

各校の課題を踏まえ、中学校区共通のミッ
ション・ビジョンに基づく取組が推進され
ている。「主体的・対話的で深く確かな学
び」の実現に向け、学ぶ力や成長する力を
育む授業づくりが継続され、達成感や充実
感を味わえる実践が進められている点は評
価できる。また、不登校児童生徒への支援
や他者との関わりを重視した取組も行われ
ている。今後は、情報発信の充実を図り、
保護者・地域と連携した教育活動を一層推
進することが求められる。

ともに　伸びる 自分の周りの人の思いに耳を傾け、寄り
添ったり励ましたりすることができる。

3・4年
「なぜ・どうして・どうすれば」「こうすれば・
こうしよう」と言葉にして行動することができ
る。

周りの人の考えを、自分の考えと比べたり関係付
けたりし、整理して伝えることができる。

相手の立場や思いを自分に置き換え
て想像し、異なる考えや意見を大切
にすることができる。

最終更新日

(令和 学校評価自己評価表年度)8 学校校番中学校区済美 福山市立 赤坂小

めざす姿

年度

◇全国学力学習状況調査
・正答率：国語～全国平均より2.2ポイント△　算数～全国平均より3ポイント△
・正答率40％未満の児童：国語～７.3％（全国平均より4.8ポイント△）
　　　　　　　　　　　　 算数～24.3％（全国平均より２ポイント△）
◇標準学力テスト
・正答率40％未満の児童
　国語：5年　０％　4年　19.5％　　算数：5年　13.3％　4年　17.1％
◇「次の学習へ、分かった点やよく分からなかった点をつなげることができる」児童
で、１の評価は、30%である。しかし肯定的に捉えている児童は82％であり、前回より
2％増えている。
◇授業の中や日常生活の場面で、自分の思いを伝えることができにくい児童が多い。

◇「人はどのように学ぶのか、何につまずくのかについて関心を持ち教材研究をしてい
る」教職員～38.5％（7月）⇒64.3%（2月）
◇「教科の面白さを実感している」教職員～84.6％（7月）⇒57.1％（2月）
◇「地域の人や課題などに児童生徒が触れる機会を持てている」教職員～30.8％（７
月）⇒28.6％（2月）
◇「仕事にやりがいを感じている」教職員76.9％（7月）⇒64.3%（2月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※すべて福山教育アンケート１，２の評価の数値
　自己存在感を感じることができる安心、安全な学級集団の中で、児童が自分の思いや考
えを自由闊達に伝え合えることができるようにするとともに、児童のつまずき（ターゲッ
ト児童を中心に据えた）を基にした教材研究を進めていく必要がある。また、地域資源を
活用した意図的な授業作りを推進し、学力の向上につなげていく。

ともに学び続けるこどもの育成
～自らの考えを生き生きと表現できる授業を通して～

〇自己有用感、自己肯定感が低い児童・生
徒において、学ぶ意欲の向上に課題があ
る。
〇家庭学習が習慣化していない児童生徒が
多く。また、基礎が定着していない児童生
徒が多い。
〇相手意識を持った行動が不十分な児童・
生徒が多く、人間関係のトラブルも多い。
〇長欠・不登校の児童・生徒数が増加傾向
にあり、支援が必要である。

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現

・ペア、グループ活動等の対話や表現活動を効果的に取り入れた授業づくり
・ふりかえりの項目を意識させながら、ともに学び、次への学びにつながるようなふ
りかえり

・児童が自分の思いや考えを、書いたり、描いたり、話したり、対話したりしなが
ら、表現している。
・地域の人やもの等と関わることを通して、各教科領域で身に付けた力を活用しなが
ら、学力向上を図っている。

○課題発見・解決力
（問いを持つ　ふり返る　見通す）

○コミュニケーション力
（聴く　伝える　まとめる）

○他者とかかわり合う力・
心（思いやり　社会性　貢献）

○課題発見・解決力　　○コミュニケーション力　　○他者とかかわり合う力・心

めざす授業の姿

育成する力

研究
内容等

テーマ

1


